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上田市中野地区は、弥生時代の遺跡が数多く存在する塩田平のほぼ中央に位置し、

早 くから拓かれた地域です。

今回この地区を対象に県営圃場整備事業が計画され、対象地域内に和手遺跡が含

まれていることが、事前の試掘調査により判明しました。

このため上田市教育委員会では、長野県教育委員会の指導のもとに長野県東信土

地改良事務所 と協議を重ね、和手遺跡の緊急発掘調査を行なうことに決定致 しまし

た。

発掘調査は上田市文化財調査委員五十嵐幹雄先生を団長にお願いし、 7月 21日 か

ら9月 末迄の長期に渡って実施されました。この結果、彩 しい量の弥生時代の上器

をはじめとして、貴重な遺物が次々と発見されました。さらに弥生時代の住居址も

多数検出され、学術上多大な成果を収めることができました。

台風襲来による天候の不順にもかかわらずこのたびの発掘調査がこのように顕者

な成果を収めることができましたのは、ひとえに多数の方々の御協力の賜物 と考え

る次第であります。

おわりに、終始この発掘調査に御尽力戴いた発掘調査団の諸先生方、地元中野自

治会の皆さん、国場整備事業の関係者の方々、並びに調査に際して御指導を賜わつ

た県文化課指導主事の先生方に衷心より厚 く感謝申し上げる次第であります。

日召不日58年 3月

上田市教育長 活ヨヱ尺 石



例

1 本書は長野県上田市大字中野に所在する和手遺跡の発掘調査報告書である。

2 本調査は上田市塩田西部地区圃場整備事業に先立ち、東信土地改良事務所の依頼 を受けた上

田市教育委員会が、和手遺跡発掘調査団に委託 して行なった。

3 発掘調査は昭和57年 7月 21日 から9月 30日 まで実地 し、出土遺物の整理及び本書の作成は以

後昭和58年 3月 31日 まで行 なった。

4 遺構・遺物の整理・実測は、塩入秀敏・宮原洋子・堀田雄二・小林真寿 。斉藤正善・小松敏

幸・尾見智志 。上島久和・塩崎幸夫・中村美代子・和田茂俊・今井陽子・斉藤信子・水野千枝・

本木晴美が行なった。

5 本書の作成は、塩入秀敏・宮原洋子・堀田雄二・小林真寿・尾見智志 。塩崎幸夫及び事務局

が担当した。

6 本書の執筆は、調査員の共同討議により、各項目を分担執筆することとし、文責をそれぞれ

文末に記 した。

7 遺構図等における北は磁北 。水系レベルは海抜高度を指す。.

8 今回の調査は限 られた予算 と再度の台風襲来により遺跡のごく一部 しか調査 し得なかったが、

それにもかかわらず出土遺物は厖大な量であった。そこで本書ではその資料の一部の紹介を主

眼として記述 も最小限に留め、他の資料の紹介及び詳細な記述・考察は、後 日改めて報告する

事 とした。

9 本書が上梓されるまでには、夕数の方々の御協力・御指導 と御理解をいただいた。記 して感

謝の意を表 したい。

中野 自治会 。地元圃場整備委員・東信土地改良事務所・塩田平土地改良区 。赤坂建設腑 。安

藤建設伽、また、長期間に及んだ調査に終始熱心に参加 された作業員の皆 さんには特に深甚な

る敬意 と感謝 を申し上げる。

10 本遺跡出土の遺物・実測図・写真は、上田市立信濃国分寺資料館で全て保管 している。

口
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工早 調査の経過 と

第 1節 発掘調査の経過

昭和57年度上田市塩田西部地区県首圃場整備事業の予定地35ha内 に、和手遺跡が存在 していた。

このため長野県東信土地改良事務所 。上田市塩田平土地改良区 。長野県教育委員会・上田市教育

委員会が協議を行ない、事前の緊急発掘調査を実施することに決定 した。

上田市教育委員会は、和手遺跡発掘調査会及び和手遺跡発掘調査団を編成 し、昭和57年 7月 14

日付で上田市長 と五十嵐調査団長 との間に和手遺跡発掘調査事業委託契約書が取 り交わされた。

7月 21日 に鍬入れ式を行 ない、発掘調査が開始 された。途中台風の襲来による天候の不順にlM

まされたが、調査はほぼ順調に進展 し、 9月 末まで行 なわれた。これ以降は信濃国分寺資料館に

終て出土遺物の整理・報告書の作成が行なわれた。昭和58年 3月 31日 和手遺跡緊急発掘調査報告

書が刊行 され、発掘調査は終了した。 (事務局 )

第 2節 調査団の構成

上国市教育萎員会は、上田市文化財調査委員会の答申に基づいて新たに和手遺跡発掘調査会及

び和手遺跡発掘調査団を編成した。おのおのの編成は次のとおりである。

和手遺跡発掘調査会

代 表 上田市文化財調査委員会委員長 遠藤憲三

上田市文化財調査委員 箱山貴太郎 。米山一政・黒坂周平・横沢 理・五十嵐幹雄・亀井朝雄

中野自治会長 小出 徹  圃場整備委員長 小出万悟  前中野自治会長 若林 雄

圃場整備委員 小出恒夫・小出忠治   中野老人クラブ会長 柳沢徳郎

上田市塩田平土地改良区理事長 南波常樹

長野県東信土地改良事務所 小山佐登志

和手遺跡発掘調査団

調査団長 五十嵐幹雄 (日 本考古学協会会員・上田市文化財調査委員)

冨1団 長 塩入秀敏 (日 本考古学協会会員 。上田女子短期大学講師)

調 査 員 堀田雄二・児玉卓文・宮原洋子・小林真寿

調帥 助員 尾見智志・塩崎幸夫・小松敏幸 。斉藤正善 。上島久和・和田茂俊 。金井寿子 。中村美

第
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事務局長

勢 局次長

事務局員

調査協力者

(地元 )

(そ の他 )

代子 。今井陽子・斉藤信子・立木由紀子・成沢裕子・田中寿美子・水野千枝

刀ヽ林三男 (社会教育課長)

金井俊雄 (社会教育課文化係長)

倉沢正幸 (社会教育課文化係主事 )

川上 元 (市立博物館庶務学芸係長)

林 和男 (信濃国分寺資料館学芸員)

柳沢徳郎・若林光夫・斉藤武登 。若林 雄・片山一郎・小出貞利・高野正三 。若林吉

久・吉村憲明・浅名利信 。野村 卓 。若林袈裟雄・松宮裕―・小出万悟・小出恒夫・

小出 徹・小出忠治 。若林智恵 。小出郁夫 。小出公尊 。若林友―・田中健夫・小出富

男 。中村徳人・清水喜太郎・小池英子・若林敦子・倉沢美代子・片山こずえ・石川富

江・召田光子・田中豊子・戸島みどり。本木晴美・召田恵子 。小出みゆき 。木村美知

子・工藤朋子・佐々木みか 。松田佐和子・渡辺千恵 。青木歳幸 。(順不同)

五十嵐芳子                             (事 務局)

第 3節 調査進行表

浪 A 地 区 B地 区 C 地 区

7.

9

3.

発掘調査会議
(調査会,調査団)

調査団会議

現地写真撮影
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現場作業終了
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程1 和手遺肋
2扱治屋敷追跡

3上平遺跡

多髪多,:鞘垂糧餘
6深町遺跡

7工影追跡

望_ツ 81也の下遺跡
9古屋敷追跡

10前田追跡

11軒民遺跡

12検田見遺跡

13塚田追跡

114細江田場追跡

15東長畑追跡

16縄手遺跡

17中村遺跡

18堰ロノニ追跡

1第:ウ;三章彊扉
墳

箋:と冤21箱田遺跡
台22塩田城跡

23銀杏木追跡

第 1図  周辺遺跡分布図 (1110,000)
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第 4節 発掘調査の概要

和手遺跡は従来より追開沢川流域最大規模の遺跡と考えられていた。しかし、遺跡の広がりや

凡その時代などについて知られていないことが多かったので、昭和56年 11月 、範囲確認・時代把

握を目的に試掘調査を行なった。その結果、遺跡は南西から北東に走る農道を中心にして、南東

側の水田地帯 と北西側の畑地帯にかけて広がっているもののようであった。また、試掘渡から出

土した遺物は、弥生時代後期後半の箱清水式上器が大半を占め、多くはないものの上師器、須恵

器も出上し、弥生時代後期後半から平安時代にかけての複合遺跡であることが判明した。

本調査は、試掘調査の結果に基き、遺物出上の彩しかった南東側水田地帯に主力を注 ぐことと

し、その後余力があったら北西側畑地帯の調査を行なうことにした。当初計画では、水田地帯・

畑地帯とも同時に表土剰 ぎを実施して、水田地帯を中心にグリッド設定をしてゆく筈であったが、

畑地帯の桑の抜根、作物の収穫が遅れたため、水田地帯のみを先行 して調査を開始した。調査の

方法は3m× 3mの グリッドによる平面発掘調査 とし、耕作土層・溶脱層はブル ドーザーにより

削土してグリッドを設定した。

水田地帯の調査は粘質土と湧水による泥淳で悩まされ、その上台風10号の襲来による浴水のた

め、進行状況は芳 くなかった。 しかし水田地帯は追開沢川の形成した後背湿地であることが判明

し、自然堤防との境に地形に沿って長 く続 く2本の濤址が検出され、彩 しい量の出土遺物は、こ

の濤址とその縁辺に集中していることも判明した。この結果、濤址は用水路 と考えられ、水田址

存在の可能性を暗示し、大量の遺物は用水路がその機能を失ってから後に廃棄されたものと考え

られた。

試掘調査では可能性の低かった北西側畑地帯も、自然堤防であることがわかり、水田地帯の調

査で出土した遺物を廃棄 した主体である住居址存在の可能性があるため、主力をこちらにまわし

た。そして北西側畑地帯をB地区、南東側水田地帯をC地区とした。

B地区は表土下20～30cmで所謂「コビ」 と称する砂礫地山層となり、試掘調査では遺物の出土

は少なかった。 しかし、本調査の結果は予想をくつがえすもので、弥生時代後期後半の箱清水式

期の住居址17棟 、古墳時代の住居址 8棟、奈良 。平安時代の住居址 5棟、その他時期不詳のもの

も含め合計33棟の住居址と、掘立柱建物l■ 2棟、土墳、溝址などが検出され、それに伴う多くの

遺物が出上した。出土遺物は多種多様だが、多くの石庖丁、手捏ね土器・土製勾玉などの祭昴E遺

物、そして第10・ 23号住居l■ 出上のこれまでに知られていない施文手法 。文様をもつ箱清水式期

の甕形土器が注目された。

B地区と同様自然堤防上だが、B地区北方の川寄 り縁辺にA地区を設けた。 4棟の箱清水式期

住居址と1棟の平安時代住居址及び土墳などが検出された。この結果、A地区東側の自然堤防中

央部には更に多くの住居址の存在が予想され、A地区・B地区は同一自然堤防上に連続して広が
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るかなりの規模の集落遺跡であったと考えられることになった。 (塩入秀敏 )

A地区

第 2図  グリッド配置図
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第Ⅱ章 退 構 と遺物
1由

第 1節 各地区の概略

追開沢川は和手遺跡周辺でその右岸に沖積氾濫原 。自然堤防・後背湿地 を小規模ながら模式的

に形成 した。今回発掘調査 された和手遺跡は、この自然堤防上に展開した集落址を中心 とする遺

跡である。今回の報告では、調査結果の全てを報告することは出来ないので、ここでA、 B、 C
地区の概略を記 してお く。

A地区

10m

第3図 A地区全体図

B地区北方で自然堤防の川寄 り縁辺に位置する。自然堤防中央は調査地′ヽの東側になるが、作

物の関係で中央部をはずれた地′くの調査となった。それでも、弥■時代後期後半箱清水式期の住

屋址4棟 と平安時代の住居址 1棟が検出された。SB-42、 45か らは完形に近い甕形土器が出土し

ており、特にSB-45出 上の甕形土器は伏せられた形で出土した。

B地区

C地区の北西側に高まり続 く自然堤防上で、C地区との比高差は遺構検出面でlm内外である。

試掘調査では薄い耕作上の下は直ちに地山のコビ層になってしまい、遺物の出土も僅少で、遺構

の存在の可能性は低いとされていた。調査の結果、弥生時代後期後半の箱清水式期から、古墳・

余良・平安の各時代にわたる住唇址と掘立柱建物址、土壊、濤l■などが検出された。特に住居址

は箱清水式期の17棟を中心に合計33棟にのぼり、更に南に北に続いている。殆んど重複関係にあ
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り、プランの不明なものもいくつかある。その中で、箱清水式期。その中で、箱清水式期のSB―

04、 10、 23、 24、 29、 古墳時代のSB-16、 17な どは遺物の出土量も特に多く、土器をセットとし

て把えることの出来るものである。中でもSB-10、 23出上の甕形土器は後述するように、これま

でに知られていない文様 と施文手法が見られ、典型的な箱清水式上器が外来の文化要素を受容し

て変容 を込げてゆ く過渡期的現象の一つと考えられる資料を提供することになった。この外に

SB-23出 上の小形甕形土器中に納められた形で出上した鉄器片、景くの石庖丁、甑など、いくつ

もの問題を投げかける結果が得られた。

SB引 0

SB」 8

SB引 9

SB

SK刊 9

第4図 B地区全体図
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C地区

試掘調査時に最も多量の遺物を出土した地点で、北西側に続 く自然堤防との境線に沿って9本

の濤l■、7個の上装などが検出された。濤址のうち、SD-01、 02、 03、 06、 SD-07、 08、 09は そ

れぞれ同一遺構 と考えるべきで、C地区は基本的には長い2本の滞址が中心である。特に前者は

幅50～ 100cm、 深さ100m～ 15cm、 長さ50m以上にわたって延々と伸び、調査区域外に続いており、

遺構内及びその縁辺から彩 しい量の土器が出上した。遺構の性格 としては用水路を考えるのが最

も妥当であり、濤址の南東側に水田址の存在の可能性を暗示 しているものである。出土した遺物

は、弥生時代後期後半の箱清水式上器が中心で、特に器種の偏 りはない。外にごく僅かの土師器・

須恵器 も出土し、S字口縁甕形土器破片が含まれている。影 しい遺物は、濤址覆上下半からの出

土は皆無で、全てが上半からの出上であるという出土状況から、濤の埋没がある程度進行 し、濤

としての機能を失った時点から濤址を棄て場として廃棄されたものと考えられる。

(塩入秀敏 )

第 5図 C地区全体図
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第 2節 第10号住居址

1 遺 構 (第 6図 )

本住居址は弥生時代後期箱清水期の住居址であり、B地区北東隅、N15E9区～N21E15区 内

に位置している。平面プランは、北側壁が調査区域外のため、また南東コーナーが攪乱のため明

確な形は把握できないが、長軸をN― Sに とる7m(推定)× 5。 4mの 隅九長方形 と思われる。検

出面からの壁高は30～40cmを 測 り、床面はやや軟弱であるがほぼ平坦である。ピットは計11基確

認され、そのうち主柱穴は6基 (Pl～ P6)と 考えられる。炉は確認できなかった。覆土は 3層 か

ら成 り、Ⅱ～Ⅲ層内からは遺物が多量に出土した。特に北側H層 中には、甕を中心 とする数十個

体分の上器が層状に重なっており、本住号址廃絶後にこれらの土器が廃棄されたものと思われる。

また、覆土上層からの出上遺物により、本住居l■の上に古墳時代初頭の遺構が存在 していたと推

調査区域外

/∞

SB引 0

◎

第10号住居址平断面図



定され、それは北西部にみられる切 り合いとも関連すると思われるが、遺構の性格は不明である。

第 9号住居j■ との切 り合い関係 も攪乱のため不明である。            (宮 原洋子)

2 遺 物 (第 7図 ～第14図 )

第10号住居址出土遺物は全て弥生時代後期後半の箱清水式期に属 し (第14図は土師器だが、覆

土上層出上であり、本址に直接関係はない)、 土器及び石器がある。石器については別項でまとめ

て報告されるので、ここでは土器のみについての報告 とする。

甕形土器 (第 7図 ～第10図 )

第 7図 3・ 7を標準的法量 とする大形のもの、第 9図 26を 標準 とする中形のもの、第 9図 18。

19を標準 とする小形のものに分類出来る。例外な く櫛描文が施 されてお り、外面口縁部 と胴上半

部に波状文、頸部に簾状文の典型的な箱清水式期の施文位置 と文様である。波状文は第 7図 3が

やや整って丁寧である以外は雑に施されている。第 7図 4～ 7、 第 8図 8は 、頸部文様が櫛描直

線文 を直交する櫛描直線文で数ヶ所区画する手法がみられ、多段止め簾状文に見せている。手法

としてはT字文施文 と同じだが、簾状文に擬 したもので施文の簡略化 と考えられよう。第 7図 2

は口縁部内面が刷毛調整 され、第10図38は 口唇部に雑な刻み目が施 されている。

器形的には頸部の くびれ、口縁部の外反度 ともあまり強 くないのが普通だが、強 く外反するも

の (第 7図 6、 第 9図 18～ 21・ 25・ 29・ 30、 第10図38)や、直立気味のもの (第 7図 4、 第 8図

10、 第 9図 22・ 23・ 27)も ある。第 7図 9は片口口縁 となっている。

2 壺形 土器 (第 11図 41～ 47)

大小があるが、頸郡は「し」の字状あるいは緩い「 く」の字状に くびれ、肩部の張 りは殆んど

なく、大 きく外反する口縁部 と緩やかに膨む胴部に続 く器形が基本である。胴下半部に稜をつ く

り、そげて底部に至るものであろう。文様は頸部及び肩部に集中し、T字文 を基本 として、刺突

文をもつ円形貼付文 を付 したもの (第11図 43)、 櫛描波状文 を施 したもの (第11図46)も ある。殆

んどが外面胴下半部の稜までと内面頸部までが赤色塗彩 される。唯一第11図41だけが全 く塗彩 さ

れず、外面の細かなヘラ磨 き、内面の刷毛調整など、やや異質である。

3 高 J7N(第 12図 48～ 59)

第12図 51を 基本器形とする。すなわち、lTh部に稜をもち、屈曲して大きく外反する口縁部とス

カー ト状に開く脚部を有するもので、脚菩【内面を除き全面に赤色塗彩が施される。口唇部に突起

をもつもの(第12図 48)、 脚部に三角形透 しを有するもの(第12図 51・ 56・ 58)、 脚部内面が刷毛調整さ

れたもの (第12図 51・ 58)も ある。不部が内弯 して開くもの (第12図 52)、 脚部が空胴でないもの

(第 12図59)は 僅少例である。
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第 7図 第10号住居址出土土器実測図(4:1)
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第 8図 第10号住居址出土土器実測図(4:1)
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第 9図 第10号住居址出土土器実測図(4:1)
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38

第10図 第10号住居址出土土器実測図
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∈甥懸一み
43

第■図 第10号住居址出土土器実浪1図 (4:1)
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第12図 第10号住居址出土土驀実測図(4:1)
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第13図 第10号住居址出土土器実測図(4:1)
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第14図 第10号住居址出土土器実測図(4:1)
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4 丹塗甕形土器 (第 12図 60～ 62)

甕形を呈するが、胴都内面を除き赤色塗彩されるものである。第12図61は頸部に簾状文を施 し、

口縁部に孔が穿たれている。第12図60は床面ピット内出上で完形品である。

5  例ド(第 13図 63～ 70、 74・ 75)

大小あり、全面赤色塗彩のものと、全 くされないものがある。内弯 しながら開くもの (第13図

64～ 66、 69・ 75)と 直線的に開くもの(第 13図 63・ 67・ 70)と があり、第13図69,70は片口口縁である。

6  妻:(第 13図 71～ 73)

編笠形を呈し、直線的に大きく開 く。第13図71は天丼部に一孔が穿たれている。

7 qR(第 13図76～ 78)

全て一孔を有し、内弯するものと外反するものがあり、内外面ヘラ磨きが基本である。

(塩入秀敏 )

第 3節 第23号住居址

1 遣 構 (第 15図 )

本住居址は、B地区中央西側において検出され、長軸をN― Sに とる。北側半分を第24号住居

址により切 られ、約 2分の 1が乳存していた。平面プランは、精円に近い

'品

丸長方形で、確実に

柱穴と考えられるものは、P3° P6・ P8'P9の 4基である。炉も南側隅において焼上が検出された

が、位置的に不自然であり、第24号住居址に切られた箇所に本来の炉が存在していたと思われ、

南狽I隅 に検出された炉はサブ的なものと考えられる。又、東側壁力▼2の位置で折れ曲がっている

のは、P2の掘 り方によるもので、このP2を含めPl・ SK20の 3基は、本住居址埋没後に構築さ,れ た

ものと思われる。なお、出土土器から時期的には、弥生時代後期後半箱清水式期に位置づけられる。

(小林真寿 )

2遺 物

本住居址は、北側を第24号住居址に切られ約 2分の 1し か現存していなかったが、土器・石器・

鉄製品など全て弥生時代後期後半箱清水式期に位置づけられる遺物が多量に出上した。以下、各

器種ごとに簡略な説明を行なっておく。

1 甕形土器 (第 16図 1～ 10。 第17図 11～ 20・ 21)

-19-



総数20点 の出土であり、このうち確実に床面上より出土したものは、 8・ 10・ 18の 3点のみで

あり、他は覆土内よりの出土である。

頸部文様の有無・相異などから、下記の四類に大別できる。

I類…頸部に帯状の簾状文が巡 り、口縁から胴部中ほどまで波状文が施こされるもの。(2～ 8・

H類…口縁から胴部中ほどまで波状文のみが施こされるもの。 (1・ 12)

Ⅲ類…頸部に簾状文ではなく、T字文状の文様が巡 り、日縁から胴部中ほどにかけて波状文が

施こされるもの。 (10・ 13・ 15。 17・ 18)

Ⅳ類…上器の磨減、あるいは日縁・底部のみの破片である為、上記のいずれにも分類できない

もの。 (9。 11・ 14・ 19・ 20)

このうちⅢ類の上器群は、和手遺物独特のものであり、本住居址においては純然たる箱清水期の

甕である I・ II類の上器群 との共伴関係が把握されており、塩田平における弥生時代後期後半の上

器変遷・組成を考える上での良好な資料 といえる。中でも10は 、内面は頸部まで、外面は底部を

除 く全面にわたり赤色塗彩の痕跡が認められ、当初器形・施文は甕であるが壷 としての機能を有

していたと思われる。さらに、赤色塗彩の手」落のしかたや、底部からその上方16cmに かけて付着

している煤などか ら、人為的に赤色塗彩を落とし、その後甕 として使用されたものと考えられ注

目される。なお 8の小型の甕は、内部に第22図 8の鉄製品を蔵していた。また9の甕は、第4号

住居址との間で、接合関係が確認されている。21は 口縁部で弱 く外反し、口縁部より胴部にかけ

て簾状文 (4条・ 9条 )、 波状文 (6条・ 5条 )が一帯ずつ施され、内面のみ赤色塗彩が施されて

(小林真寿 )

2 壷形土器 (第 17図 22。 第18図 31～ 33)

壺はT字文を有する頸部破片(31)と 底部(32・ 33)が図示出来たのみである。31は 、外面に赤色

塗彩が施されている。22は 「く」の字状に外反する頸部を有し8条の簾状文が施され、内面のみ

口縁から頸部にかけて赤色塗彩が施されている。

3 高不 (第 18図 34～ 38・ 第19図 39～ 42)

高年は 9佃体出上した。大型と小型があり、大型のものはlTh部が屈曲し段状を呈 し、さらに口

縁部が外反する。口縁端部が「く」の字状に強 く外反するもの(39)と 、孤を描いて外反するもの

(40・ 41)が認められる。また、回辺部に山形突起を有するもの(39)。 脚部に三角形の透し孔を4

個有するもの(38)がある。すべて脚部内面を除き赤色壁彩が施されている。

4  飼卜(第 17図 23・ 第18図 24～ 30)

鉢 は 8イ団体 出土 した。鉢は、底部 よ り口縁部にかけて直線的に開 くもの と、ゆるいカーブで内

-20-



弯するものの二種の器形が認められ、大型と小型がある。

5  妻&(第 19図 43・ 44)

2点出土した。いずれも赤色塗彩は施されていない。

6 甑 (第 19図 45)

甑は1個体出土した。口縁端部が内弯する器形を持ち、底部ほぼ中央にユ

全て内外面に赤色塗彩が施されている。

孔が穿たれている。

(塩崎幸夫)

/o
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第23、24号住居址平断面図
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第18図 第23号住居址出土土器実測図(4:1)
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第19図 第23、24号住居址出土土器実測図(46～ 52、SB-24)
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第 4節 第24号住居址

1 遺 構 (第 15図 )

本住居址は、前節第23号住居址北側を切って構築されている。長軸をEWに とり、6.5m× 3.4

mの隅丸長方形をなす。壁高は10～ 20cmと 低いが、耕作等によってかなり削られてしまった為と

思われる。炉は確認されなかった。遺物は覆土・床面共極めて少なく、図示可能なものは第19図

46～52の 7点のみであった。特に甕は小破片もほとんど見られず、第10号住唇址覆土H層出上の

遺物との関連が考えられる。なお本住居址の時期は、弥生時代後期後半箱清水式期に含まれるが、

切 り合い関係から第23号住居址より新 しい段階に位置づけられる。 (堀 田雄二 )

2遺 物

1 壺形土器 (第 19図 50～ 52)

口縁部片 2点 と底部 1点が図示出来た。50は 回縁端部がやや内弯している。50・ 51は 内外面に

赤色塗彩が施されている。52は 内弯気味に立ち上がる底部で赤色塗彩の有無は不明である。

(塩崎幸夫)

2  例卜(第 1つ 図46～ 49)

鉢は4個体出土した。46は深鉢で口縁部で強く外反し、内外面に赤色塗彩が施されている。47

は底部より口縁部にかけてゆるく内弯し、48、 49は 直線的に開 く器形を持つ。47、 48は 全面に赤

色塗彩が施されている力望9は 無塗彩である。

第 5節 石器とその他の遺

和手遺跡では、石器・土製品 。鉄製品がややまとまって出土 している。本節ではそれらの中か

ら第10号住居址・第23号住居l■ 。第24号住居址出上の遺物 を中′ふにして、特徴的な資料の説明を

行なうものとする。

1石 器

1 石 庖 丁 (第 20図 1～ 10)

住居l■から9点・濤址から 1点 出土 している。 1～ 5は 第10号住居址から出上した。 2は 頁岩

製であるが、他は全て粘板岩製である。いづれも上器 を廃棄 している覆土中からの出上である。

1は完形品であり半月形である。刃部は過度の使用により著 しく磨減 している。 2は 全体によく

研磨 されてお り、これも半月形である。 3は半月形であり刃部及び縁辺のみが研磨 されている。

穿孔は 1つ であるが、す ぐ脇に厚さの半分程度を穿ちかけた痕跡がある。 4は欠損が著 しく、穿
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孔は極めて小さい。 5は 中央部から刃部にかけての破片である。 6は第13号住唇址の床面から出

上 した。わずかに穿孔を残 している。 7・ 8は 第 4号住居址の覆土中より出土 した。 7の形態は

長方形であり、表面に自然面 を残 している。 8は破片である。 9は C地区の濤址から出土 した。

全体的によく研磨 されている。10は 第 6号住居址の覆土中より出上 した。全体によく研磨 されて

いるが、穿孔・刃部の作出はなされておらず、未完成品と思われる。

2 凹 石 (第 21図 1)

安山岩製の凹石である。表裏に 2つずつ凹みがある。第10号住居址の上器 を廃棄 している覆土

中からの出上である。

3 扁平 片 刃石 斧 (第 21図 2)

粘板岩製の小形磨製石斧である。第10号住唇址の上器 を廃棄 している覆土中からの出土である。

4 横 刃型石器 (第 21図 3)

粘板岩製である。剖片の片側を刃部 としている。第23号住居址出上である。

5 石 核 及 び制 片 (第 21図 4～ 6)

頁岩製である。第23号住居址床面より出土 した。

6  石鏃  (第 22図 1)

チャー ト製の打製石鏃である。第24号住居址脇より出土 した。

7 磨 製石 斧 (第 22図 2)

石材は風化が著しいため不明である。 C地区より出上した。なお他に磨製石斧・打製石斧それ

ぞれ数点が出上している。

8 石鍬 (第 22図 3)

結晶片岩製である。 C地区より出上した。

2 土製品

1 土製勾玉 (第 22図 4・ 5)

全部で 4′ミ出上している。 4・ 5は C地区から、他の 2´点は第12号住居址 。第4号住居址より

出土している。

2 紡錘車 (第 22図 6)

壺形土器の上器片を使って作られている為表面に赤色塗彩が見られる。本例は第10号住居址よ

り出土したが、他に第17号住層址からも同様なものが出上している。

3 匙形土製品 (第 22図 7)

第11号住居址とC地区から各 1点づつ出上している。図示 したものはC地区出上のものである。

3 鉄製品 (第 22図 お)

錆が著しく原型を推定するのが困難である。第23号住居址の小型簑(第 16図 8)の 中に入った状

態で出上している。                             (尾 見智志)
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和手遺跡は、表採調査の結果からも、試掘調査の結果からも、追開沢川流域に存在する遺跡で

は恐 らく最大規模の遺跡であろうと考えられていた。今回の発掘調査の結果、弥生時代後期から

古墳・奈良・平安時代にわたる複合遺跡であ り、弥生時代後期だけに限っても、同時代の遺跡の

多い塩田平でも有数の規模であり、またその内容の点でも、多くの新知見をもたらすなど、貴重

な遺跡であることが判明 した。重複 し合 う各時代の遺構 と、彩 しい出土遺物のため、今回はその

全てを報告することが出来なかったが、ここでは特に遺物のいくつかについて若子の問題点の提

示 を考察を行ない、まとめ としたい。

出土遺物の中で特に問題点を包摂 しているのは弥生式上器であり、とりわけ甕形土器 と甑であ

る。

出上 した弥生式土器の全てが後期後半の箱清水式期に属 し、しかも、箱清水 H式の典型的なも

のが多い。 しか し、今回報告 した第10。 23号住居址出上の甕形土器には、従来見ることのなかっ

た文様をもつものが相当数含まれている。これは、口縁部から胴下半部に至るまで殆んどを櫛描

波状文で充装 し、頸部のみに、一周する櫛描直線文 をこれと直交するい くつかの櫛描直線文で区

画 した文様を施す ものである。器形及び施文位置には箱清水式期の甕形土器 として何 らの矛盾 も

存在 しないが、多段止め簾状文に似 るこの文様は擬簾状文 とでも称すべ きもので、施文の簡略化

と考えられよう。これは、この文様の上下に施文 されている櫛描波状文が整った丁寧なものが少

な く、乱雑なものが多いことからも言えることである。けれども、これは単なる手抜きによる簡

略化ではな く、別の意志が働いての結果 とするべ きであろう。別の遺構か らの出土だが、S字口

縁甕形土器や月影式の系譜に連なると考えられる甕形土器の存在は、東海地方西部や北陸地方の

文化の移入、影響の結果であり、特に前者の与った力は大きいと思われる。すなわち、箱清水式

文化が保持 してきた個有の文化内容が、強い影響力をもつ外来文化を受容 し、内部から変容を遂

げて 1/Dく 終末期の段階にみられる過渡期的な一現象として理解することが妥当であると考えられ

る。

甑は、関東地方に終ける弥生時代後期から古墳時代前期の集落遺跡の調査の結果、およそ10軒

の住居址に対 して 1個体の甑 しか出土していないことから、一般世帯に於いて常食用に米を蒸す

道具ではな く、「ハレ」の食事、すなわち祭祀の際の食事や神僕用に、共同体内の特別の家に備え

られた道具ではないかとの説が提示された。 しか し、今回の和手遺跡の発掘調査では、寡 分の差

は認められるものの、平均すると住居址 1に対 して甑 1に近い割合で出上 してお り、常食用か否

かは別 としても、各家庭に各 1個 ずつは備えられるべ きものであった蓋然性は高いといえよう。

ともあれ、擬簾状文 とでも称すべ き文様が施された甕形土器にみられる箱清水式文化の終末期

的 。過渡期的現象の問題 も、また甑の問題 も、他の文化内容 と有機的に関連させて考えな くては
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ならないし、今後更に類例を集積 して検討を加えるべきものであり、安易に答の出せるものでは

ない。大方のご教示を迎ぎたい。

和手遺跡の発掘調査の結果、いくつもの新知見が得られるなど大きな成果をあげたが、就中、

弥生時代終末期から古墳時代初頭にかけての研究に対 して好イ固の資料を提供することになり、一

応の評価 を与えることが出来るだろう。 (塩入秀敏 )
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本書は標題の通 り、昭和57年 の夏に実施 した上田市塩田中野区所在「和手遺跡」の発掘調査報

告書である。

和手遺跡の発掘調査は、昭和56年 に実施 した試掘調査の所見 とは相違 し、『遺跡の区域外』 とさ

れたB地区を中心に分量の弥生土器・土師器・須恵器 と、そしてそれにともなう土製品・石製品

などの遺物 と各種の遺構が検出され、貴重な資料を得ることができ、その成果は高 く評価 される。

本書はこれらの貴重な資料 をできるだけ多く図示 し、学界に寄与するよう配意 して作成した。

しかし、紙数の関係等からやむを得ず相当量 を割愛することになった。大方の御批判 。御教示 を

願 うものである。

暑中休暇の大部を費し、且又多雨による悪条件などを克服 して/tt掘調査を遂行 し、その結果を

このように立派な報告書にまとめた、副団長・調査主任の塩入秀敏氏をはじめ調査団員の学問へ

の真摯な姿に、心より敬意を表するものである。

地元中野自治会では、新集なった集会所を長期間に亘って気持ちよく自由に調査団本部 として

使用させていただき、調査の進行に多大な便宜 を与えて下さった。また小出万悟氏をはじめ大勢

の方々には積極的に御協力いただき、まことにありがたく心より御礼を申しあげる。

最後に、上田市内の発掘調査の都度、出土遺物の整理・御告書の作成に御指導 と便宜を与えて

いただいた上田市立信濃国分寺資料館の林和男氏 をはじめ職員のみなさんに御礼を申しあげる次

第である。 (五十嵐幹雄 )
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